
平成２７年度放射性同位元素等取扱施設安全管理担当教職員研修実施要領 

 

 

１． 目的及び経緯 

 大学等における放射性同位元素の利用範囲の拡大や利用形態の多様化に伴い、放射線

安全管理の徹底を図ることが益々重要となってきております。このため、大学等の放射

性同位元素等取扱施設における放射線安全管理担当教職員に対し、実習を含めた最新の

知識と情報を提供し、その資質向上を図り、もって教育・研究の進展及び施設周辺をも

含めた放射線安全の確保を図ることを目的とする。 

 この研修は平成１５年度までは、文部科学省と国立大学アイソトープ総合センターの

主催によって開催されてきました。平成１６年４月の国立大学法人化後、文部科学省と

の共催は困難になりましたが、同研修の重要性に鑑み、これまで同研修を担当してきた

東京大学、京都大学、東北大学、名古屋大学、大阪大学の５大学アイソトープ総合セン

ターが法人化後も共催で研修実施会場校を持ち回りで開催することになりました。 

 平成２７年度は東京大学アイソトープ総合センターを会場として開催することとな

り、同センターで受講申込を受け付ける。 

 

２．主催 

  東北大学サイクロトロン・ラジオアイソトープセンター 

  東京大学アイソトープ総合センター 

  名古屋大学アイソトープ総合センター 

  京都大学放射性同位元素総合センター 

  大阪大学ラジオアイソトープ総合センター 

 

３．研修期間及び会場 

  期間：平成２７年１１月１１日（水）～１２日（木） 

  会場：東京大学アイソトープ総合センター 

 

４．受講資格 

 （１）各大学等の放射性同位元素等取扱施設における放射線安全管理担当教職員であ

ること。 

 （２）受講申込時点までに所属機関等において放射線業務従事者として登録されてい

ること。 

 

５．受講定員 

  約３０名 

 

 

 

 



６．申込及び決定 

 （１）申込 

  各大学等の長は、希望者を別紙様式（１，２）により平成２７年９月１６日（水）

（必着）までに、東京大学アイソトープ総合センター長に推薦願います。（２名以

上の場合は優先順位を付して下さい。） 

  なお、希望者がない場合は、別紙様式１の「推薦順位欄」に希望なしと記載し、「事

務連絡先」を記入の上、その旨回答願います。 

 （２）受講者の決定 

  東京大学アイソトープ総合センター長は、前項により推薦された者の中から、協議

の上、受講者を決定し受講申込者の所属大学等の長に通知します。 

 

７．研修内容 

 （１）講義「放射線管理のＴＯＰＩＣ」 

 （２）実習「線量計の校正」等 

 （３）実習「天然核種による管理区域外実習用線源の作製とＲＩ線源との比較」 

 （４）特別講演 文部科学省（予定） 

 （５）特別講演「復興に向けての食品検査の意義」 

 （６）特別講演「米検査機の原理と開発」 

 （７）特別講演「魚検査機の原理と開発」 

 

８．経費 

  研修費（受講料）は無料とし、旅費は派遣する大学等の負担とする。 

 

９．連絡先・申込先 

東京大学アイソトープ総合センター 

〒113-0032 東京都文京区弥生２－１１－１６ 

電 話：03-5841-2895（事務担当：吉泉） 

ＦＡＸ：03-5841-3049 

E-mail：kensyu15@ric.u-tokyo.ac.jp 

申込書は東京大学アイソトープ総合センターホームページ 

  （http://www.ric.u-tokyo.ac.jp）からもダウンロード可能です。 


